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(１)                白老宏友会だより        平成２５年４月１０日 

白 老 宏 友 会 ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス  h t t p ： w w w . s h i r a o i ‐ k o u y u u k a i . j p / 

赴

任

に

あ

た

り

一

言

ご

挨

拶

を

申

し

上

げ

ま

す

。

 

白

老

宏

友

会

は

、

昭

和

五

十

九

年

に

「

愛

泉

園

」

を

開

設

し

て

以

来

、

三

十

年

と

い

う

節

目

に

「

み

ら

い

え

」

の

開

設

に

着

手

し

、

社

会

福

祉

法

の

定

め

る

地

域

福

祉

の

推

進

と

方

向

性

を

見

定

め

生

活

介

護

事

業

所

に

よ

る

障

が

い

の

重

い

方

々

の

受

け

入

れ

環

境

の

整

備

と

し

て

開

設

に

至

り

ま

し

た

。

 

 

私

は

、

三

年

前

に

縁

が

あ

り

ま

し

て

宏

友

会

を

退

職

し

、

苫

小

牧

市

の

新

設

法

人

の

高

齢

者

事

業

（

ケ

ア

ハ

ウ

ス

）

に

携

わ

り

基

盤

整

備

の

初

期

課

題

を

手

掛

け

、

再

び

宏

友

会

の

ス

タ

ッ

フ

の

一

人

に

加

え

さ

せ

て

い

た

だ

き

、

「

み

ら

い

え

」

の

施

設

長

と

法

人

の

運

営

統

括

と

し

て

の

職

務

を

仰

せ

つ

か

る

こ

と

と

な

り

ま

し

た

。

 

 

障

が

い

保

健

福

祉

施

策

は

、

平

成

十

五

年

度

か

ら

ノ

ー

マ

ラ

イ

ゼ

ー

シ

ョ

ン

の

理

念

に

基

づ

い

て

導

入

さ

れ

た

支

援

費

制

度

に

よ

り

、

地

域

で

安

心

し

て

暮

ら

せ

る

社

会

の

実

現

の

充

実

が

図

ら

れ

ま

し

た

。

し

か

し

、

さ

ま

ざ

ま

な

問

題

点

を

踏

ま

え

、

障

が

い

者

自

立

支

援

法

が

制

定

さ

れ

ま

し

た

。

さ

ら

に

、

そ

の

施

策

は

地

域

社

会

に

お

け

る

共

生

の

実

現

に

向

け

て

平

成

二

十

五

年

度

四

月

よ

り

障

が

い

者

総

合

支

援

法

が

施

行

さ

れ

ま

す

。

 

 

「

み

ら

い

え

」

と

い

う

事

業

所

名

は

、

地

域

の

中

で

普

通

に

暮

ら

す

た

め

に

支

え

合

う

と

い

う

時

の

流

れ

を

永

遠

に

語

り

伝

え

て

行

き

た

い

と

い

う

想

い

を

込

め

て

名

付

け

ら

れ

ま

し

た

。

 

 

新

た

な

出

会

い

に

自

分

を

磨

く

場

と

考

え

て

お

り

ま

す

の

で

、

皆

様

方

か

ら

の

ご

指

導

ご

鞭

撻

を

賜

り

ま

す

よ

う

宜

し

く

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

 

み

ら

い

え

施

設

長

 

茂

木

 

平成 25 年 3 月 21 日 「みらいえ」落成式 生活介護事業所「みらいえ」前にて 



平

成

25

年

1

月

12

日

（

土

）

に

、

ポ

プ

リ

仲

間

の

会

・

保

護

者

の

会

合

同

新

年

会

が

開

催

さ

れ

、

年

に

一

度

の

利

用

者

・

保

護

者

・

職

員

の

交

流

の

場

と

い

う

こ

と

で

、

総

勢

145

名

程

の

方

が

参

加

し

て

下

さ

い

ま

し

た

。

今

年

の

料

理

に

つ

い

て

は

、

昨

年

同

様

に

各

部

署

ご

と

に

役

割

分

担

を

し

、

パ

ン

工

場

に

つ

い

て

は

オ

ー

ド

ブ

ル

を

、

な

な

か

ま

ど

か

ら

は

、

ガ

ト

ー

シ

ョ

コ

ラ

、

給

食

部

か

ら

は

ち

ら

し

寿

司

、

生

活

介

護

か

ら

は

珈

琲

・

お

茶

を

用

意

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

中

で

も

、

給

食

部

の

ち

ら

し

寿

司

は

皆

さ

ん

大

絶

賛

の

味

で

し

た

。

続

い

て

、

会

場

を

盛

り

上

げ

た

の

が

、

ポ

プ

リ

仲

間

の

会

役

員

が

考

え

た

ゲ

ー

ム

大

会

で

し

た

。

今

年

は

、

四

字

熟

語

ゲ

ー

ム

と

毎

年

恒

例

の

ビ

ン

ゴ

ゲ

ー

ム

を

行

い

ま

し

た

。

四

字

熟

語

ゲ

ー

ム

で

は

、

問

題

の

難

し

さ

に

、

皆

さ

ん

が

戸

惑

い

を

見

せ

る

中

、

高

橋

美

雪

さ

ん

と

、

斉

藤

恵

一

朗

さ

ん

の

お

父

さ

ん

の

白

熱

し

た

勝

負

が

繰

り

広

げ

ら

れ

、

結

果

は

、

斉

藤

さ

ん

の

お

父

さ

ん

の

テ

ー

ブ

ル

の

勝

利

と

い

う

こ

と

で

、

会

場

を

大

い

に

盛

り

上

げ

て

下

さ

い

ま

し

た

。

ま

た

、

毎

年

恒

例

の

ビ

ン

ゴ

ゲ

ー

ム

で

は

、

ス

テ

ー

ジ

前

に

並

べ

ら

れ

た

豪

華

景

品

を

前

に

、

真

剣

な

眼

差

し

！

景

品

を

ゲ

ッ

ト

し

た

皆

さ

ん

の

表

情

か

ら

は

、

満

足

し

た

様

子

が

伺

え

ま

し

た

。

来

年

に

つ

い

て

も

、

今

年

の

反

省

を

活

か

し

、

よ

り

皆

さ

ん

が

楽

し

め

る

新

年

会

に

し

た

い

と

思

い

ま

す

の

で

、

皆

さ

ん

楽

し

み

に

し

て

い

て

下

さ

い

。

 

 

 

 

ポ

プ

リ

 

松

野

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成２５年４月１０日        白老宏友会だより                (２) 

支

笏

湖

氷

濤

祭

り

と

い

え

ば

、

な

ん

と

い

っ

て

も

夜

の

ラ

イ

ト

ア

ッ

プ

が

見

所

と

い

う

こ

と

で

、

今

年

は

ラ

イ

ト

ア

ッ

プ

を

目

が

け

て

平

成

25

年

2

月

4

日

（

月

）

・

2

月

13

日

（

水

）

の

2

つ

の

班

に

分

か

れ

て

行

い

ま

し

た

。

1

班

は

、

雪

の

ち

ら

つ

く

中

、

2

班

は

、

快

晴

と

い

う

こ

と

で

、

天

候

に

恵

ま

れ

た

り

、

恵

ま

れ

な

か

っ

た

り

と

い

っ

た

こ

と

も

あ

り

ま

し

た

が

、

皆

さ

ん

、

去

年

と

は

違

っ

た

氷

濤

祭

り

の

夜

の

雰

囲

気

に

興

奮

し

、

感

動

す

る

場

面

が

見

ら

れ

、

帰

っ

て

き

た

皆

さ

ん

の

表

情

か

ら

は

、

大

満

足

の

様

子

が

伺

え

ま

し

た

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポ

プ

リ

 

松

野

 

＊ポプリ＊ 



平成 25 年 1 月 26 日、青葉会の今年最初の行事、新年会が「ホテルほくよう」にて催されました。温泉にの

んびりと浸かった後、笠谷会長の挨拶、田野島センター長の乾杯の音頭で宴会が始まりました。カニや魚介類

を中心とした沢山の料理や飲み物でお腹を満たすと、今や恒例となった「万歩計対決」や、大町ハウスの出し

物「はまぐりボンバー」などで会場が大いに盛り上がり、最後は各ホームの住所で組分けされた「東西歌合戦」

が行なわれました。出場者はそれぞれのパフォーマンスを発揮し、厳正な審査の結果今年は「東軍」が勝利し

ました。最後は伊東富士夫さんのカメラで集合写真。会員が年々増え、ステージが狭く感じました。           

第 1 支援課 河崎 

 

 

 

(３)                白老宏友会だより         平成２５年４月１０日 

赤羽 拓巳さん 

H25・3・1 

ハイツ日の出入居 

梅田貴弘さん 

H25・2・15 

青葉ハウス入居 

高木将吾さん 

H25・4・1 

白老ハウス入居 

＊あぷろ第1支援課＊ 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成２５年４月１０日        白老宏友会だより                (４) 

ケ

ア

ホ

ー

ム

生

活

も

早

い

も

の

で

1

年

が

過

ぎ

ま

し

た

。

春

も

近

づ

き

新

し

い

季

節

が

や

っ

て

こ

よ

う

と

し

て

い

ま

す

。

利

用

者

の

皆

さ

ん

も

ケ

ア

ホ

ー

ム

で

の

生

活

に

慣

れ

、

毎

日

を

有

意

義

に

過

ご

し

て

い

ま

す

。

今

回

は

東

町

に

あ

る

「

ケ

ア

ホ

ー

ム

と

も

」

を

紹

介

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

「

ケ

ア

ホ

ー

ム

と

も

」

で

は

月

に

一

度

の

お

任

せ

メ

ニ

ュ

ー

で

利

用

者

の

皆

さ

ん

に

も

参

加

し

て

も

ら

い

、

利

用

者

の

皆

さ

ん

に

巻

寿

司

を

巻

い

て

も

ら

い

ま

し

た

。

今

後

も

利

用

者

参

加

型

の

行

事

を

行

っ

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

 

 

第

２

支

援

課

 

堀

 

 

25

年

度

の

愛

泉

園

で

は

、

就

労

Ｂ

型

事

業

が

な

く

な

り

、

生

活

介

護

事

業

の

み

に

な

り

ま

す

。

生

活

介

護

事

業

で

は

椎

茸

班

・

薬

草

班

・

新

聞

班

・

療

育

班

の

４

つ

の

作

業

種

で

日

中

活

動

を

行

っ

て

い

き

ま

す

。

 

 

椎

茸

班

で

は

、

管

理

作

業

、

選

別

、

パ

ッ

ク

詰

め

等

の

仕

事

が

あ

り

ま

す

。

薬

草

班

は

、

笹

と

よ

も

ぎ

の

入

浴

剤

を

作

る

為

の

原

材

料

の

確

保

、

袋

詰

め

な

ど

の

仕

事

で

す

。

椎

茸

と

薬

草

で

は

、

細

か

く

あ

る

作

業

の

中

か

ら

個

人

に

あ

っ

た

仕

事

に

つ

い

て

頑

張

っ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

 

新

聞

班

で

は

、

椎

茸

会

社

の

下

請

け

と

し

て

、

新

聞

を

た

た

む

作

業

を

行

い

ま

す

。

毎

日

同

じ

作

業

を

す

る

こ

と

で

落

ち

着

い

て

生

活

を

送

っ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

 

療

育

班

で

は

、

作

品

制

作

、

余

暇

活

動

な

ど

を

行

っ

て

い

き

ま

す

。

他

に

体

力

作

り

も

少

し

ず

つ

に

は

な

り

ま

す

が

、

や

っ

て

い

き

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

 

 

作

業

と

は

別

に

季

節

に

あ

っ

た

行

事

も

予

定

し

て

お

り

ま

す

の

で

、

行

事

に

つ

い

て

は

今

後

紹

介

し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

 愛

泉

園

 

松

崎

 

＊あぷろ第２支援課＊ 

＊愛泉園＊ 

椎茸作業
椎茸作業椎茸作業
椎茸作業 

  
 療育活動

療育活動療育活動
療育活動 

  
 薬草

薬草薬草
薬草作業

作業作業
作業 

  
 



生

活

介

護

事

業

所

「

み

ら

い

え

」

落

成

式

に

関

す

る

寄

付

者

及

び

寄

贈

者

(

敬

称

略

・

順

不

同

)

 

   

 

 

(５)                白老宏友会だより         平成２５年４月１０日 

白

老

宏

友

会

は

、

社

会

福

祉

法

に

定

め

る

と

こ

ろ

の

地

域

福

祉

の

推

進

と

い

う

方

向

を

見

定

め

、

平

成

24

年

2

月

に

入

所

施

設

「

白

老

愛

泉

園

」

を

廃

止

し

、

国

の

基

盤

整

備

事

業

を

活

用

し

、

用

途

の

変

更

で

内

部

改

修

を

行

い

、

日

中

支

援

事

業

の

多

機

能

型

事

業

所

「

愛

泉

園

」

（

生

活

介

護

、

就

労

継

続

Ｂ

型

）

の

運

営

に

切

り

替

え

た

。

 

 

生

活

の

場

を

地

域

の

中

に

移

行

し

、

５

棟

の

ケ

ア

ホ

ー

ム

を

建

設

し

法

人

運

営

の

拠

点

と

し

て

共

生

型

事

業

や

短

期

入

所

事

業

の

運

営

兼

ね

備

え

た

本

部

の

建

設

に

合

わ

せ

て

、

従

来

の

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ム

の

整

備

等

を

実

施

し

て

き

た

。

 

 

平

成

25

年

度

を

迎

え

る

に

あ

た

り

、

重

い

障

が

い

を

持

っ

た

方

々

の

地

域

生

活

を

支

え

る

ニ

ー

ズ

に

こ

た

え

る

べ

く

日

中

支

援

の

拡

充

と

し

て

、

新

た

な

生

活

介

護

事

業

所

「

み

ら

い

え

」

を

４

月

１

日

よ

り

事

業

開

始

す

る

に

至

っ

た

。

 

 

こ

れ

に

よ

っ

て

、

白

老

宏

友

会

は

多

機

能

型

事

業

所

「

ポ

プ

リ

」

（

定

員

60

名

）

、

生

活

介

護

事

業

所

「

愛

泉

園

」

（

定

員

20

名

）

、

新

生

活

介

護

事

業

所

「

み

ら

い

え

」

（

定

員

40

名

）

、

共

同

生

活

介

護

・

援

助

一

体

型

事

業

所

「

あ

ぷ

ろ

」

（

定

員

GH

49

名

・

CH

35

名

）

、

共

生

型

事

業

「

は

ぁ

も

に

ぃ

」

の

５

つ

の

事

業

運

営

の

展

開

を

図

る

こ

と

と

な

る

。

 

 

法

人

経

営

と

し

て

は

、

本

年

度

よ

り

新

会

計

基

準

に

移

行

し

、

よ

り

障

が

い

者

ニ

ー

ズ

に

そ

っ

た

経

営

プ

ラ

ン

を

も

っ

て

組

織

の

ガ

バ

ナ

ン

ス

、

コ

ン

プ

ラ

イ

ア

ン

ス

の

意

識

を

充

実

し

て

い

く

こ

と

に

努

め

て

い

く

も

の

と

す

る

。

地

域

の

中

で

普

通

に

暮

ら

す

た

め

の

職

住

分

離

の

環

境

整

備

を

整

え

て

き

た

ノ

ウ

ハ

ウ

を

以

て

、

今

後

は

さ

ら

な

る

地

域

生

活

の

Ｑ

О

Ｌ

に

対

す

る

支

援

課

題

を

整

理

し

、

全

職

員

が

エ

ン

パ

ワ

メ

ン

ト

の

視

点

を

も

っ

て

地

域

福

祉

の

目

指

す

も

の

を

追

い

求

め

て

い

く

法

人

運

営

に

努

め

て

い

く

も

の

と

す

る

。

 

 

法

人

運

営

理

念

法

人

運

営

理

念

法

人

運

営

理

念

法

人

運

営

理

念

と
とと
と

経

営

理

念

経

営

理

念

経

営

理

念

経

営

理

念

 
  
 

（
（（
（

運

営

営

理

念

運

営

営

理

念

運

営

営

理

念

運

営

営

理

念

）
））
）

 
  
 

人

と

人

が

尊

重

し

合

い

地

域

の

中

で

普

通

に

暮

ら

せ

る

。

 

安

全

で

安

心

な

生

活

を

支

え

 

自

立

意

識

の

共

生

に

努

め

る

。

 

（
（（
（

経

営

理

念

経

営

理

念

経

営

理

念

経

営

理

念

）
））
）

 
  
 

サ

ー

ビ

ス

の

向

上

に

努

め

る

 

人

材

の

育

成

に

努

め

る

 

地

域

と

の

交

流

に

努

め

る

 

柔

軟

な

事

業

に

努

め

る

 

情

報

の

発

信

と

共

有

に

努

め

る

 

自

立

し

た

経

営

に

努

め

る

 

運

営

運

営

運

営

運

営

の
のの
の

推

進

推

進

推

進

推

進

 
  
 

財

政

運

用

財

政

運

用

財

政

運

用

財

政

運

用

 
  
 

・

各

事

業

所

の

財

政

基

盤

の

確

立

 

・

各

種

加

算

及

び

定

員

増

の

活

用

 

・

新

会

計

基

準

の

採

用

 

 

配

置

職

員

配

置

職

員

配

置

職

員

配

置

職

員

の
のの
の

確

保

確

保

確

保

確

保

と
とと
と

育

成

育

成

育

成

育

成

 
  
 

・

サ

ー

ビ

ス

管

理

者

の

育

成

 

・

資

質

向

上

の

た

め

の

研

修

機

会

の

提

供

 

・

資

格

取

得

の

た

め

の

支

援

（

休

日

の

付

与

、

費

用

の

補

填

）

 

 

今

野

陽

三

、

苫

小

牧

信

用

金

庫

、

社

会

福

祉

法

人

希

望

の

里

 

理

事

長

 

齋

藤

浩

一

、

有

限

会

社

 

画

建

築

設

計

 

代

表

取

締

役

 

今

成

宏

道

、

小

田

井

光

子

、

冨

士

博

次

、

北

海

道

銀

行

白

老

支

店

 

支

店

長

 

湯

野

忠

行

、

北

海

道

保

健

補

償

 

代

表

取

締

役

 

石

山

忠

、

鈴

木

照

子

、

浜

中

秀

義

、

社

会

福

祉

法

人

平

取

福

祉

会

 

理

事

長

 

小

西

正

男

、

白

老

肢

体

不

自

由

児

父

母

の

会

 

会

長

 

木

村

貞

利

、

特

定

非

営

利

活

動

法

人

ほ

の

ぼ

の

、

社

会

福

祉

法

人

恵

和

園

 

理

事

長

 

湯

口

和

恵

、

社

会

福

祉

法

人

天

寿

会

 

北

海

道

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

セ

ン

タ

ー

 

理

事

長

 

末

永

達

仁

、

社

会

福

祉

法

人

天

寿

会

 

白

老

町

立

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

寿

幸

園

 

施

設

長

 

岩

本

秀

俊

、

北

海

道

知

的

障

が

い

福

祉

協

会

 

日

高

胆

振

地

方

会

 

会

長

 

山

本

家

弘

、

愛

ら

ん

ど

 

施

設

長

 

森

岡

一

裕

、

社

会

福

祉

法

人

新

冠

 

ほ

く

と

園

 

理

事

長

 

前

山

佳

弘

、

社

会

福

祉

法

人

あ

ぶ

た

福

祉

会

 

理

事

長

 

菅

原

康

次

、

社

会

福

祉

法

人

美

々

川

福

祉

会

 

理

事

長

 

小

林

勲

、

社

会

福

祉

法

人

ビ

バ

ラ

ン

ド

 

理

事

長

 

阿

部

正

宏

、

苫

小

牧

手

を

つ

な

ぐ

育

成

会

 

ワ

ー

ク

セ

ン

タ

ー

る

ー

ぷ

、

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

苫

小

牧

市

手

を

つ

な

ぐ

育

成

会

、

土

生

井

雄

次

、

糸

川

信

正

、

白

老

町

共

同

募

金

委

員

会

 

会

長

 

田

村

文

一

、

株

式

会

社

 

川

田

建

設

、

白

老

町

 

白

老

町

議

会

、

鈴

木

建

設

株

式

会

社

 

代

表

取

締

役

 

小

見

山

義

美

、

株

式

会

社

 

白

電

社

 

代

表

取

締

役

 

谷

島

和

治

、

清

水

静

子

、

株

式

会

社

 

新

田

工

業

、

白

老

町

社

会

福

祉

協

議

会

 

会

長

 

今

野

邦

紀

、

株

式

会

社

 

岩

崎

組

 

代

表

取

締

役

 

清

水

尚

昭

、

白

老

町

民

生

委

員

児

童

委

員

協

議

会

、

吉

田

勍

、

栄

町

第

３

町

内

会

 

松

岡

勝

昭

、

岩

村

松

代

、

有

限

会

社

 

こ

ん

や

 

代

表

取

締

役

 

紺

谷

浩

光

、

社

会

福

祉

法

人

登

別

さ

い

わ

い

福

祉

会

、

ポ

プ

リ

保

護

者

の

会

 

会

長

 

大

和

田

英

紀

、

愛

泉

園

ほ

ご

の

会

 

会

長

 

吉

田

勍

、

岩

崎

・

鈴

木

・

川

田

建

設

共

同

企

業

体

、

金

田

祟

、

社

会

福

祉

法

人

愛

誠

会

 

理

事

長

 

外

舘

昭

司

、

社

会

福

祉

法

人

登

別

さ

い

わ

い

福

祉

会

 

就

労

継

続

支

援

施

設

月

と

ら

い

お

ん

 

施

設

長

 

辻

勲

、

苫

小

牧

信

用

金

庫

 

会

長

 

窪

田

護

 

理

事

長

 

金

沢

俊

一

、

双

栄

興

業

株

式

会

社

 

代

表

取

締

役

 

亀

田

光

男

 



平

成

２４

年

３

月

障

害

者

自

立

支

援

法

に

よ

る

障

が

い

福

祉

サ

ー

ビ

ス

事

業

多

機

能

型

と

し

て

ス

タ

ー

ト

し

て

、

そ

の

間

共

同

生

活

介

護

・

共

同

生

活

援

助

事

業

を

利

用

す

る

方

々

、

在

宅

障

が

い

者

の

日

中

の

活

動

場

所

と

し

て

支

援

を

行

い

ま

し

た

が

、

利

用

者

の

高

齢

化

、

障

が

い

の

重

度

・

多

様

化

、

個

別

支

援

の

重

要

化

な

ど

に

よ

り

生

活

空

間

に

近

い

場

所

に

お

い

て

日

中

支

援

施

設

の

建

設

を

平

行

し

て

す

す

め

て

き

ま

し

た

が

、

今

年

度

か

ら

は

、

そ

の

新

生

活

介

護

事

業

所

「

み

ら

い

え

」

の

開

所

に

伴

い

、

こ

れ

ま

で

愛

泉

園

を

利

用

者

の

半

数

ほ

ど

が

利

用

す

る

こ

と

に

な

り

、

愛

泉

園

の

利

用

者

数

は

４６

名

（

最

大

）

か

ら

２０

名

へ

と

変

更

に

な

り

ま

し

た

。

利

用

定

員

数

の

変

更

に

伴

い

、

前

年

度

ま

で

の

生

活

介

護

事

業

と

就

労

継

続

支

援

Ｂ

型

事

業

の

多

機

能

型

事

業

所

と

し

て

運

営

を

行

っ

て

き

ま

し

た

が

、

今

後

は

生

活

介

護

事

業

所

の

単

独

型

の

事

業

運

営

と

な

り

ま

す

。

 

 

今

後

、

愛

泉

園

が

そ

の

存

在

価

値

を

見

出

す

た

め

に

は

、

立

地

環

境

を

最

大

限

に

活

用

し

、

利

用

者

の

ニ

ー

ズ

に

漏

れ

な

く

応

え

る

こ

と

が

出

来

る

よ

う

な

支

援

ス

キ

ル

の

向

上

を

目

差

さ

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

事

業

形

態

の

変

更

を

行

っ

て

２

年

目

の

今

年

度

に

於

い

て

は

、

ま

ず

地

に

足

を

し

っ

か

り

と

根

付

か

せ

る

た

め

に

も

事

業

の

安

定

化

を

図

っ

た

後

、

中

期

的

な

ビ

ジ

ョ

ン

を

も

っ

て

取

り

組

ん

で

い

き

た

く

考

え

て

い

ま

す

。

 

 運

営

方

針

運

営

方

針

運

営

方

針

運

営

方

針

 
  
 

 

 

１

、

障

が

い

の

軽

重

に

か

か

わ

ら

ず

、

人

と

し

て

生

き

る

営

み

に

対

し

、

愛

泉

園

は

利

用

者

 

 

 

 

 

が

望

む

必

 

要

な

支

援

を

行

う

。

 

２

、

人

権

を

無

視

す

る

よ

う

な

い

か

な

る

行

為

も

禁

じ

、

利

用

者

の

人

格

を

尊

重

し

、

生

き

る

喜

び

を

 

共

に

享

受

で

き

る

よ

う

に

支

援

を

行

う

。

 

支

援

方

針

支

援

方

針

支

援

方

針

支

援

方

針

 
  
 

 

 

１

、

個

別

支

援

計

画

に

基

づ

き

、

Ａ

Ｄ

Ｌ

支

援

に

加

え

創

作

活

動

、

レ

ク

レ

ー

シ

ョ

ン

活

動

、

 

 

 

 

生

産

活

動

等

を

通

じ

心

身

共

に

健

や

か

な

生

活

を

送

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

支

援

す

る

。

 

２

、

個

別

支

援

計

画

に

基

づ

き

、

個

々

人

が

有

す

る

能

力

や

希

望

に

よ

り

生

産

活

動

参

加

へ

の

機

会

を

提

供

し

、

よ

り

高

い

就

労

環

境

に

も

適

応

で

き

る

よ

う

な

環

境

つ

く

り

を

す

す

め

る

。

 

 

療

育

的

活

動

療

育

的

活

動

療

育

的

活

動

療

育

的

活

動

 
  
 

 

・

身

辺

処

理

な

ど

の

必

要

な

介

助

を

行

い

、

保

清

に

配

慮

し

な

が

ら

快

適

な

日

常

生

活

が

送

れ

る

よ

う

に

支

援

す

る

と

共

に

、

個

々

の

ふ

れ

あ

い

を

重

視

し

、

創

作

活

動

や

レ

ク

レ

ー

シ

ョ

ン

活

動

を

通

し

て

個

人

の

持

つ

特

性

や

得

意

分

野

を

広

め

る

こ

と

に

よ

り

、

活

気

の

あ

る

充

実

し

た

日

中

生

活

を

支

援

す

る

。

 

軽

作

業

軽

作

業

軽

作

業

軽

作

業

 
  
 

・

 

簡

単

な

作

業

と

し

て

取

り

組

み

や

す

い

新

聞

た

た

み

作

業

を

継

続

。

従

来

通

り

地

場

産

業

業

者

（

フ

ォ

ー

レ

白

老

）

の

委

託

作

業

と

し

て

行

う

。

 

・

 

野

草

（

よ

も

ぎ

）

の

葉

を

使

用

し

た

入

浴

剤

の

製

造

・

販

売

を

行

な

う

。

こ

れ

ま

で

行

な

っ

て

き

た

作

業

で

あ

り

、

利

用

者

に

取

り

組

み

や

す

い

も

の

と

し

て

、

継

続

し

て

行

な

う

。

 

椎

茸

椎

茸

椎

茸

椎

茸

・
・・
・

農

耕

作

業

農

耕

作

業

農

耕

作

業

農

耕

作

業

 
  
 

①

 

中

径

木

５

．

０

０

０

本

体

制

で

引

き

続

き

行

う

。

よ

り

高

い

収

益

率

を

求

め

て

市

場

卸

と

小

売

店

へ

の

直

接

販

売

を

併

用

し

な

が

ら

収

益

を

向

上

す

る

努

力

を

図

る

。

 

②

 

ビ

ニ

ー

ル

ハ

ウ

ス

を

利

用

し

て

野

菜

の

生

産

を

行

う

。

露

地

物

栽

培

に

つ

い

て

は

、

比

較

的

効

率

の

よ

い

確

実

な

収

穫

が

見

込

め

る

野

菜

の

生

産

を

行

う

。

椎

茸

作

業

と

共

に

収

益

の

向

上

を

図

る

た

め

高

単

価

の

作

物

や

特

性

の

あ

る

作

物

の

収

穫

に

努

め

る

。

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成２５年４月１０日        白老宏友会だより                (６) 

白

老

宏

友

会

に

と

っ

て

、

ポ

プ

リ

の

仲

間

た

ち

に

と

っ

て

地

域

と

の

接

点

で

あ

る

「

べ

カ

リ

ー

シ

ョ

ッ

プ

な

な

か

ま

ど

」

20

周

年

の

節

目

か

ら

、

「

私

た

ち

は

地

域

と

共

に

あ

る

事

業

所

」

と

再

認

識

を

致

し

ま

し

た

。

現

在

、

白

老

町

の

人

口

が

減

少

し

、

経

済

が

減

速

す

る

な

ど

、

さ

ま

ざ

ま

な

苦

し

い

条

件

ば

か

り

の

様

に

思

え

ま

す

が

、

こ

ん

な

時

こ

そ

「

な

な

か

ま

ど

」

が

地

域

の

方

々

に

と

っ

て

、

「

ほ

っ

こ

り

」

出

来

る

空

間

で

あ

り

た

い

、

パ

ン

や

菓

子

製

品

を

通

じ

て

地

域

に

貢

献

し

て

い

き

た

い

、

仲

間

た

ち

の

出

来

る

こ

と

を

地

域

で

生

か

し

て

い

き

た

い

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

 

 

授

産

事

業

に

当

た

っ

て

は

、

消

費

税

の

増

加

予

定

や

円

安

に

よ

る

原

料

高

な

ど

、

収

益

性

に

関

係

す

る

課

題

も

あ

り

、

一

概

に

商

品

の

値

上

げ

や

省

エ

ネ

だ

け

で

は

解

決

し

な

い

問

題

と

認

識

し

て

お

り

、

対

応

策

と

し

て

具

体

的

な

事

業

実

施

当

た

っ

て

は

、

必

要

な

授

産

機

器

の

導

入

や

老

朽

化

し

た

機

器

の

更

新

、

地

域

性

と

他

事

業

と

の

関

係

な

ど

を

考

慮

し

実

行

し

て

い

き

た

い

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

 

 

生

活

介

護

事

業

に

つ

い

て

は

、

「

み

ら

い

え

」

開

設

に

伴

い

、

仲

間

た

ち

が

13

名

移

動

し

ま

す

が

同

じ

法

人

内

事

業

で

あ

る

為

、

日

々

連

携

の

中

、

利

用

者

個

々

に

あ

っ

た

支

援

の

充

足

を

目

指

し

、

新

た

な

活

動

の

模

索

も

積

極

的

に

行

っ

て

い

き

た

い

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

 

 

 

運

営

方

針

運

営

方

針

運

営

方

針

運

営

方

針

 
  
 

 

 

１

、

ポ

プ

リ

は

利

用

者

に

対

し

て

、

そ

の

自

立

と

社

会

経

済

活

動

へ

の

参

加

を

促

進

す

る

観

点

か

ら

必

要

な

支

援

を

適

切

に

行

う

も

の

と

す

る

。

 

 

 

２

、

ポ

プ

リ

は

事

業

所

利

用

者

の

意

思

及

び

人

格

を

尊

重

し

、

常

に

そ

の

者

の

立

場

に

立

っ

て

支

援

サ

ー

ビ

ス

を

提

供

す

る

よ

う

に

努

め

る

も

の

と

す

る

。

 

３

、

事

業

の

実

施

に

当

た

っ

て

は

、

関

係

市

町

村

、

地

域

の

保

健

、

医

療

、

福

祉

サ

ー

ビ

ス

機

関

と

連

携

を

図

り

、

総

合

的

な

サ

ー

ビ

ス

提

供

に

努

め

る

も

の

と

す

る

。

 

 支

援

方

針

支

援

方

針

支

援

方

針

支

援

方

針

 
  
 

１

、

 

就

労

継

続

B

型

事

業

サ

ー

ビ

ス

は

、

個

別

支

援

計

画

に

基

づ

き

利

用

者

へ

作

業

や

生

産

活

動

の

機

会

を

提

供

し

、

作

業

知

識

及

び

技

術

、

社

会

性

の

向

上

に

向

け

た

支

援

を

行

う

。

ま

た

、

よ

り

高

い

工

賃

の

支

給

を

目

指

し

た

サ

ー

ビ

ス

提

供

と

質

の

向

上

を

図

っ

て

い

く

。

さ

ら

に

、

一

般

就

労

希

望

の

利

用

者

に

対

す

る

職

場

実

習

等

の

訓

練

機

会

が

提

供

で

き

る

よ

う

支

援

す

る

。

 

２

、

 

生

活

介

護

事

業

サ

ー

ビ

ス

は

、

個

別

支

援

計

画

に

基

づ

き

利

用

者

へ

簡

易

な

生

産

活

動

及

び

創

作

活

動

、

レ

ク

レ

ー

シ

ョ

ン

等

を

中

心

と

し

た

日

中

活

動

を

行

い

、

心

身

の

安

定

と

共

に

利

用

者

個

々

が

楽

し

め

る

活

動

を

実

施

す

る

。

 

 



白

老

宏

友

会

は

一

昨

年

、

入

所

更

生

施

設

「

白

老

愛

泉

園

」

を

閉

鎖

し

、

社

会

福

祉

法

に

定

め

る

地

域

福

祉

の

推

進

の

方

向

性

を

見

定

め

、

24

時

間

型

の

ケ

ア

ホ

ー

ム

を

5

棟

開

設

し

、

重

度

の

障

害

を

持

っ

た

方

々

で

も

地

域

の

中

で

普

通

に

暮

ら

せ

る

体

制

、

仕

組

み

づ

く

り

を

手

掛

け

て

き

ま

し

た

。

さ

ら

に

、

日

中

支

援

サ

ー

ビ

ス

強

化

と

し

て

新

生

活

介

護

事

業

所

「

み

ら

い

え

」

は

、

白

老

町

の

市

街

地

（

住

宅

街

）

に

あ

り

、

地

域

の

方

々

と

日

常

的

に

交

流

で

き

る

環

境

に

あ

り

ま

す

。

 

ま

た

、

先

行

し

て

建

設

さ

れ

た

共

生

型

事

業

所

「

は

ぁ

も

に

ぃ

」

は

地

域

の

高

齢

者

や

児

童

な

ど

を

含

め

た

さ

ま

ざ

ま

な

事

業

展

開

を

行

っ

て

お

り

、

新

た

に

出

来

る

こ

の

事

業

所

が

そ

の

活

動

に

参

画

す

る

こ

と

に

よ

り

、

地

域

で

の

絆

や

、

利

用

者

の

社

会

参

加

に

繋

が

る

こ

と

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

 

ま

た

、

多

く

の

関

係

者

の

方

々

が

こ

の

事

業

所

に

対

し

期

待

を

持

っ

て

見

守

っ

て

く

だ

さ

っ

て

お

り

ま

す

が

、

こ

の

事

業

所

が

、

利

用

者

や

家

族

の

未

来

に

向

け

た

光

と

な

れ

る

よ

う

、

地

域

に

と

っ

て

価

値

あ

る

福

祉

資

源

と

な

る

よ

う

、

法

人

内

事

業

所

の

連

携

は

も

と

よ

り

関

係

機

関

、

家

族

等

の

理

解

や

ご

指

導

を

い

た

だ

き

、

利

用

者

個

々

の

ニ

ー

ズ

に

こ

た

え

る

た

め

の

第

一

歩

を

踏

み

出

し

た

い

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

 

 

運

営

基

本

方

針

運

営

基

本

方

針

運

営

基

本

方

針

運

営

基

本

方

針

 
  
 

事

業

者

（

事

業

所

を

運

営

す

る

者

。

以

下

同

じ

。

）

は

指

定

生

活

介

護

の

実

施

に

当

た

っ

て

、

利

用

者

が

自

立

し

た

日

常

生

活

ま

た

は

社

会

生

活

を

営

む

こ

と

が

出

来

る

よ

う

、

入

浴

、

排

泄

及

び

食

事

の

介

護

、

創

作

的

活

動

ま

た

は

生

産

活

動

の

機

会

を

提

供

し

、

そ

の

他

の

便

宜

を

適

切

か

つ

効

果

的

に

行

う

も

の

と

す

る

。

 

事

業

者

は

、

指

定

生

活

介

護

事

業

等

の

実

施

に

当

た

っ

て

、

地

域

及

び

家

族

と

の

結

び

つ

き

を

重

視

し

た

運

営

を

行

う

こ

と

を

旨

と

し

て

、

市

町

村

、

指

定

障

害

者

支

援

施

設

、

障

害

福

祉

サ

ー

ビ

ス

事

業

を

行

う

者

、

そ

の

他

の

保

健

医

療

サ

ー

ビ

ス

又

は

福

祉

サ

ー

ビ

ス

を

提

供

す

る

者

と

密

接

な

連

携

に

努

め

る

も

の

と

す

る

。

障

害

者

自

立

支

援

法

に

基

づ

く

指

定

障

害

者

福

祉

サ

ー

ビ

ス

事

業

の

人

員

、

設

備

及

び

運

営

に

関

す

る

基

準

、

そ

の

他

の

関

係

法

令

を

遵

守

し

、

事

業

を

実

施

す

る

も

の

と

す

る

。

 

 

支

援

方

針

支

援

方

針

支

援

方

針

支

援

方

針

 
  
 

①

、

利

用

者

、

家

族

の

思

い

を

大

切

に

し

た

支

援

。

 

②

、

利

用

者

個

々

の

歩

み

や

人

格

を

大

切

に

し

た

支

援

。

 

③

、

小

さ

な

変

化

や

声

無

き

声

を

感

じ

と

り

、

豊

か

な

未

来

へ

つ

な

が

る

支

援

。

 

 

活

動

概

要

活

動

概

要

活

動

概

要

活

動

概

要

 
  
 

１
１１
１

）
））
）

創

作

活

動

創

作

活

動

創

作

活

動

創

作

活

動

、
、、
、

レ

ク

レ

ー

シ

ョ

ン

レ

ク

レ

ー

シ

ョ

ン

レ

ク

レ

ー

シ

ョ

ン

レ

ク

レ

ー

シ

ョ

ン

 
  
 

季

節

に

あ

わ

せ

た

行

事

や

創

作

活

動

の

他

、

個

々

の

利

用

者

の

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

や

趣

向

を

考

え

個

別

な

活

動

を

取

り

入

れ

る

。

ま

た

、

四

季

を

感

じ

と

れ

る

野

外

活

動

や

地

域

の

社

会

資

源

（

プ

ー

ル

・

体

育

館

等

）

を

活

用

し

た

レ

ク

レ

ー

シ

ョ

ン

、

隣

接

す

る

共

生

型

事

業

所

「

は

ぁ

も

に

ぃ

」

で

の

行

事

等

も

含

め

実

施

し

て

い

く

。

 

２
２２
２

）
））
）

軽

作

業

軽

作

業

軽

作

業

軽

作

業

 
  
 

愛

泉

園

・

ポ

プ

リ

等

の

姉

妹

事

業

所

と

の

連

携

の

中

で

、

個

々

の

利

用

者

が

取

り

組

め

る

作

業

活

動

を

調

整

し

な

が

ら

、

個

々

が

負

担

に

な

ら

な

い

程

度

の

軽

作

業

を

実

施

し

て

い

く

。

ま

た

、

軽

作

業

で

生

ま

れ

た

収

益

は

工

賃

と

し

て

、

生

産

活

動

に

従

事

し

た

利

用

者

へ

必

要

経

費

を

差

し

引

き

還

元

し

て

い

く

。

 

３
３３
３

）
））
）

生

活

支

援

生

活

支

援

生

活

支

援

生

活

支

援

 
  
 

毎

日

の

検

温

及

び

、

週

1

度

の

体

重

測

定

を

実

施

。

日

々

の

状

態

の

観

察

を

含

め

、

体

調

変

化

を

早

期

発

見

で

き

る

よ

う

心

が

け

る

。

ま

た

、

利

用

者

個

々

の

ニ

ー

ズ

、

状

況

に

合

わ

せ

た

入

浴

支

援

を

実

施

、

食

事

に

つ

い

て

は

、

刻

み

食

や

と

ろ

み

食

な

ど

の

対

応

を

実

施

し

て

い

く

。

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(７)                白老宏友会だより         平成２５年４月１０日 

社

会

福

祉

法

人

白

老

宏

友

会

が

設

立

と

同

時

に

運

営

を

開

始

し

た

、

知

的

障

が

い

者

入

所

更

生

施

設

白

老

愛

泉

園

（

入

所

定

員

40

名

）

の

新

体

系

移

行

に

つ

い

て

、

障

が

い

者

自

立

支

援

法

並

び

に

、

障

が

い

者

総

合

福

祉

法

の

掲

げ

る

自

立

支

援

・

社

会

生

活

の

支

援

を

基

本

と

し

て

地

域

生

活

へ

の

移

行

促

進

及

び

、

地

域

福

祉

サ

ー

ビ

ス

事

業

の

小

規

模

単

位

化

を

目

指

し

、

共

同

生

活

介

護

（

ケ

ア

ホ

ー

ム

）

事

業

住

居

を

中

心

と

し

た

、

地

域

生

活

環

境

の

実

現

に

向

け

て

検

討

準

備

を

重

ね

て

ま

い

り

ま

し

た

。

 

 

平

成

23

年

3

月

1

日

よ

り

、

利

用

者

の

生

活

の

場

を

白

老

町

市

街

地

に

、

７

名

定

員

５

ヶ

所

35

名

が

24

時

間

支

援

の

共

同

生

活

介

護

（

ケ

ア

ホ

ー

ム

）

事

業

住

居

に

、

５

名

定

員

１

ヶ

所

の

世

話

人

通

い

型

の

共

同

生

活

介

護

（

ケ

ア

ホ

ー

ム

）

事

業

住

居

に

移

し

、

新

た

な

環

境

に

て

地

域

福

祉

サ

ー

ビ

ス

を

受

け

る

こ

と

の

で

き

る

体

制

を

作

っ

て

き

ま

し

た

。

利

用

者

個

々

の

特

性

に

応

じ

た

編

成

に

よ

り

情

緒

面

の

更

な

る

安

定

を

図

り

、

小

規

模

住

居

で

の

生

活

に

よ

る

ア

ッ

ト

ホ

ー

ム

な

暮

ら

し

と

、

そ

の

支

援

を

実

現

し

て

ま

い

り

ま

し

た

。

 

個

人

が

尊

重

さ

れ

、

安

心

し

て

、

安

全

な

生

活

が

営

め

る

こ

と

で

“

生

き

て

る

”

実

感

を

社

会

の

一

員

と

し

て

共

生

す

る

こ

と

を

理

念

と

し

ま

し

た

、

地

域

生

活

支

援

セ

ン

タ

ー

あ

ぷ

ろ

は

、

ま

ず

、

従

来

の

形

を

第

１

支

援

課

と

し

、

拠

点

建

物

と

他

に

１

１

ヶ

所

の

各

共

同

生

活

住

居

に

総

勢

49

名

の

利

用

者

定

員

の

支

援

体

制

と

し

ま

す

。

世

話

人

通

勤

型

の

ケ

ア

ホ

ー

ム

・

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ム

が

中

心

で

１

ヶ

所

に

夜

間

支

援

を

備

え

た

共

同

生

活

住

居

で

の

支

援

と

な

り

ま

す

。

第

１

支

援

課

は

中

軽

度

で

自

立

度

の

高

い

利

用

者

が

中

心

で

す

が

、

自

ら

の

行

動

に

よ

る

相

談

支

援

の

訪

問

や

外

出

、

そ

れ

ら

に

伴

う

諸

問

題

の

対

応

、

金

銭

管

理

・

健

康

管

理

面

の

支

援

、

日

中

活

動

事

業

所

等

と

の

連

絡

調

整

、

大

小

規

模

各

行

事

等

の

実

施

や

支

援

な

ど

に

即

し

た

サ

ポ

ー

ト

を

行

っ

て

ま

い

り

ま

す

。

 

 

完

全

24

時

間

支

援

型

の

第

２

支

援

課

は

、

各

ケ

ア

ホ

ー

ム

５

名

の

チ

ー

フ

を

中

心

と

し

た

ス

タ

ッ

フ

体

制

に

よ

り

、

利

用

者

の

生

活

全

般

を

支

え

て

き

ま

し

た

。

２

年

目

を

迎

え

た

今

年

度

は

、

よ

り

円

滑

な

支

援

体

制

を

図

る

べ

く

川

沿

地

区

（

３

か

所

の

ケ

ア

ホ

ー

ム

）

と

東

町

地

区

（

２

か

所

の

ケ

ア

ホ

ー

ム

）

を

統

括

す

る

体

制

の

も

と

各

ケ

ア

ホ

ー

ム

ご

と

利

用

者

の

生

活

全

般

を

支

え

て

い

き

ま

す

。

障

が

い

特

性

に

よ

る

対

応

の

個

別

化

、

広

汎

化

、

高

齢

化

に

よ

る

身

体

機

能

へ

の

配

慮

、

個

別

対

応

な

ど

の

重

要

性

を

認

識

し

な

が

ら

、

生

活

日

課

・

日

常

生

活

動

作

（

Ａ

Ｄ

Ｌ

）

支

援

、

保

健

医

療

面

で

の

支

援

、

毎

日

の

給

食

提

供

支

援

、

日

中

活

動

事

業

所

と

の

連

携

や

余

暇

支

援

な

ど

配

慮

し

た

内

容

で

実

践

し

て

い

き

ま

す

。

 

な

お

、

高

齢

者

・

障

が

い

者

・

児

童

・

地

域

住

民

が

交

流

を

深

め

共

に

生

き

る

活

動

の

場

と

し

て

の

「

共

生

型

事

業

所

は

ぁ

も

に

ぃ

」

に

つ

い

て

は

そ

の

役

割

を

担

い

、

昨

年

度

法

人

本

部

の

機

能

を

移

し

、

短

期

入

所

事

業

サ

ー

ビ

ス

を

併

設

、

そ

の

運

営

を

行

っ

て

ま

い

り

ま

す

。

 

〈
〈〈
〈

第
第第
第

1
11
1

支

援

課

支

援

課

支

援

課

支

援

課

〉
〉〉
〉

 
  
 

１

、

運

営

方

針

 

（

１

）

 

障

が

い

者

自

立

支

援

法

に

基

づ

く

事

業

の

推

進

 

 

 

 

 

（

２

）

 

地

域

生

活

支

援

セ

ン

タ

ー

あ

ぷ

ろ

の

支

援

体

制

 

（

３

）

 

日

中

活

動

事

業

所

等

と

の

連

携

 

（

４

）

 

保

健

医

療

関

係

支

援

 

（

５

）

 

給

食

支

援

事

業

計

画

 

（

６

）

 

自

治

会

・

余

暇

活

動

支

援

 

（

７

）

 

職

員

研

修

及

び

運

営

管

理

 

（

８

）

 

相

談

支

援

事

業

等

の

研

鑚

 

〈
〈〈
〈

第
第第
第

２
２２
２

支

援

課

支

援

課

支

援

課

支

援

課

〉
〉〉
〉

 
  
 

１

、

運

営

方

針

 

（

１

）

 

障

が

い

者

自

立

支

援

法

に

基

づ

く

事

業

の

推

進

 

 

 

 

 

（

２

）

地

域

生

活

支

援

セ

ン

タ

ー

あ

ぷ

ろ

第

２

支

援

課

の

支

援

体

制

（

２

課

体

制

）

 

（

３

）

日

中

活

動

事

業

所

等

と

の

連

携

 

（

４

）

保

健

医

療

関

係

支

援

 

（

５

）

給

食

支

援

事

業

計

画

 

（

６

）

余

暇

活

動

支

援

 

（

７

）

職

員

研

修

及

び

運

営

管

理

 

（

８

）

相

談

支

援

事

業

等

の

研

鑚

 

  


